
朝鮮時代後期の社会変化 と民衆意識の成長

一 近代仮面劇の成立 をめ ぐって一

張 起 灌(チ ャ ン キ グ ォ ン)

要 旨

17世紀 以後の韓国社会、当時の朝鮮王朝は、都市の発達 に伴 って近代的な初期資本主

義社会へ と徐 々に移行 してい く。朝鮮王朝 において封建社会の基盤を成 していた身分制

度 と地主制度 を中心に、その崩壊 の過程 について考察する。 また朝鮮時代後期 の社会変

動 に伴い、伝統仮面劇 「タルチュム」 の世界 にどのような変化が生 じたかを分析する。

厳格な身分制度の もと長い間抑圧 されていた民衆意識は、封建社会の解体 とともに 目

覚め、成長 してい く。その過程でタルチュムの世界 において も、地域限定的 ・閉鎖的な

構造 を持つ農村型 タルチュムか ら、演戯地域や参加者の面で開放的な構造 を持つ都市型

タルチュムへ と変貌 してい くことになる。つ ま りタルチュムは農村の祭儀か ら民衆芸能

へ と変容 し、現在の タルチュム とほぼ同一・の形態 を持つ 「都市 タルチ ュム」が成立す る

のである。

キーワー ド 朝鮮時代、身分制度、民衆意識、都市 タルチュム

1.は じめ に

朝鮮王朝 は、14世 紀末、当時の高麗王朝 における最高実権者であった李成桂1)に よっ

て創建 された。李成桂の政権基盤 は、高麗末期か ら台頭 した新興儒学者 らによって支 え

られてお り、朱子学的政治思想が国家理念 として全面に打ち出された。すべての社会的

価値 を朱子学の もとに規範化 し、その」二に現実的秩序 を築 き上げることで、 自分達の政

1)朝 鮮 王朝 の 始祖 。 高 麗 末 期 の武 将 で あ っ たが 、1392年 、 高 麗 王 朝 を滅 亡 させ 、 朝 鮮 王 朝 を創 建 す る。
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治 ・社会的地位 を確保 しようとしたのである。 また仏教を排 斥 し儒教 を崇拝する という

「抑仏崇儒政策」 を掲 げ、仏教 を国教 とした高麗王朝の末喬 に対す る牽制 と弾圧 を行っ

た。

朝鮮王朝の政治体制は、建 国直後 こそ高麗時代の制度を継承す る側面 もあったが、次

第に独 自の体系が確立 されてい くことになる。 また朝鮮初期の身分体系は、基本的に高

麗の 「文武両班体制」 を引 き継いだが、朱子学 に基づいた特有 の階級思想 を築 き上げる

ことで、絶対王権 と両班 階級の問の調和 の取れた体制作 りに成功 したのである。

身分体系 は世襲 を原則 とし、非常 に厳格 で、各階層 間には確 固たる境界 と隔た りが

あった。支配階層であった両班 はみずか らの権力維持のため、下層民 に対 し厳 しい差別

と抑圧を行 っていた。 しか し17世紀 に入る と、朝鮮王朝では社 会的混乱が生 じ始め、各

方面 において改革が行われると同時に、厳格な身分制度 にも次第に変化が生 じる ことに

なる。

そのような社会変動の中で、農村 か ら都市へ と進出 した タルチュムは、抑圧 されてい

た庶民のi憤 を発散 し、民衆意識 を高揚 させ ることに非常に重要な役割 を果 た していた。

とりわけ、政治的、社会的、経済的感覚 に敏感であった商人や没落両班層 などにとって、

社会風刺 に富んでいる タルチュムの内容 は、既成 の秩序 を批判 し新 しい価値観 を普及 し

てい く格好 の表現様式であった。彼 らの参加 によって、 タルチ ュムの中には成長 してい

く民衆意識の様相が確実 に反映 されることになる。

本稿では、地主制度や身分制度 の崩壊 に象徴 される朝鮮時代後期 の社会変化の様相 を

分析 すると同時に、その過程でみ られる民衆意識の成長、 また当代 の民衆意識が最 も顕

著 にあ らわれるタルチュムの変遷 について考察 を行 う。

2.朝 鮮時代の階級思想 と身分制度

建国か ら約100年 後の成宗5年(1474)、 『経国大典』の完成 を機 に朝鮮王朝の執権体

制 は完全 に確立 され ることになる。 『経 国大典』 は朝鮮王朝の政治 ・経済 ・社 会的構造

の根幹 を成 してお り、以後王朝が滅亡するまでの約450年 間、多少の修正が加え られ る

もののその基本体系 はほ とん ど変わ らず、政治体制の基本理念 となる。中で も官僚を登

用す る目的で行われた科挙制度は、 当時の教育制度や民衆の価値観にまで大 きな影響 を

与 え、儒教的な階級思想や身分体系 を維持する基盤 となった。

階級思想の根底 にある ものは儒学思想であるが、その中で も特 に朱子学の倫理 ・道徳

思想である 「三綱五倫」 が基本になっている。三綱 とは、`君 為 臣綱'`父 為子綱'`夫

為婦綱'で あ り、す なわち父子 ・君 臣 ・夫婦の関係 を規定する思想 である。 また五倫は

親 ・義 ・別 ・序 ・信か ら成ってお り、 これ らは本来、不平等 な人間関係 を前提 にした身

分倫理ではな く人間同士の信義 と秩序 を重ん じる教 えであったが、三綱 と結び付 くこと
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によって厳 しい階級社会を支える倫理 と化 した。 このように、朱子学的倫理観は朝鮮 王

朝の厳格 な身分制度の基礎理念 として、政治的 ・経済的 ・社会的構造 の根本 になってい

た。

では、朝鮮時代の身分制度はどのような構造 を持 っていたのか論 じることにす る。 当

代の身分体系 は、一般的に四層構造が用 い られていたが、三層構造、 またはより細分化

された七層構造 まで存在 していた2)。

〈三層構 造>1.両 班2.良 人3.賎 民

〈四層構1造>1.両 班2.中 人3.常 民4.賎 民

〈七層構造>1.王 家2.両 班3.郷 班 ・土班4.中 人

5.庶 子3)6.常 民7.賎 民

以上の分類法の中か ら、最 も一般的に用いられていた四層構造を中心 に、各階級 の特

徴 について概略 してみよう。

両班は、高麗時代 ・朝鮮初期 においては`文 班'と`武 班 の両勢力 を指す官制上の

用語であったが、徐 々に上級支配層を表すようになる。両班 は原則 として、科挙制 を通

じて選ばれた現職の官僚 を指すが、儒学的知識 と思想 を持った知識人一般を示す場合 も

あった。 また後 に、先代 の官僚経歴 が四代以内にある者のみ両班 としての世襲的身分が

保障 されるようにな り、四代続けて官職に就任で きない と常民に転落す る制度が設け ら

れた。両班は、土地や禄俸4)の 受給、税金や兵役 の免除など、政治 ・社会 ・経済的に優

遇 される特権 階級であった。

中人は、狭義においては中央の技術職官吏 を指 し、広義 においては中央 と地方の下級

官吏や庶子 まで も含 まれる。職業は主 に技術 ・専門職であ り、会計官、医官、司法官、

通訳官、気象官などを担当 した。 中人は、知識 と職務能力はあるが、両班 と常人の間で

身分が固定 されていたため、地位や仕事 において向上 をはかることがで きなかった。 し

か し次第に実務者 としての実力 と影響力 を増 してい き、朝鮮 中期以後 は全国的に大 きな

勢力を形成す るほどになる。またこの階層が、 タルチュムの演戯 を管轄 し、演戯集団を

管理す ることになる。

常人 は、農工商に従事する生産階級 であ り、その絶対多数は農民 であった。 この階級

は納税 ・軍役 をまかな う被支配階級 ではあ ったが、少数の農民は中小地主 として奴女卑5)

を所有する場合 もあった。朝鮮時代後期 になると、経済力 をつ けた常人が両班 の地位 を

2)李 萬甲 「韓国農村の社会構造」『韓国研究叢書』第5集 、1960、pp.4-5。

具滋均 『韓国平民文学史』(ソ ウル:大 光文化社、1974)、p.195。

3)両 班の正室でない妾の子孫。両班としての身分を認められず、両班から差別を受けていた。知識は

あるが、官職に付 くことができなかったため、文学や芸術方面に熱中する場合が多かった。朝鮮時代

後期には、庶子文学というジャンルを築くほど、文学 ・芸術方面で多 くの人物が頭角をあらわす。

4)一 種の禄高。両班が受け取る年金のようなもの。文武18等 級に分類されていた。

5)一 種の奴隷。反逆者、犯罪者、戦争捕虜、またその子孫も世襲で奴碑になった。
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買収 し、身分の向上を図 ることもしば しば起 こるようになる。

階級構造 において最下層に位置す るのが賎民である。その中で も典型的な身分が奴碑

であ り、王室や公的機 関に属する公奴碑 と個人に仕 える私奴碑 に分類 される。公奴蝉 に

は官奴卑、寺奴卑、駅奴卑 などがあ り、原則 的に私有の住居 を持ち独立 した生活 をして

お り、私奴婦 に比べ社会的地位 が高かった。私奴卑 は主である両班 の家に居住 しなが ら

労働 を提供す るのを率居奴碑 といい、すべてのことに束縛 を受 ける身分であった。それ

に対 して外居奴碑 は、独立 した家屋 と家計 を維持 し、奴碑貢 とい う物資を奴主に上納 し

ていた。 これ らの奴碑は人格の ない財産 とみなされ、売買 ・相続 ・贈与の対象になって

いた。奴碑以外 に も賎民 には白丁6)、僧侶、巫女、娼妓 などがあ り、 タルチュムの演戯

階層であった廣大 もここに属す る。

以上のような身分体系 は世襲 を原則 としていたため、各階層間には厳格 な境界 と隔た

りがあった。支配階層であった両班 はみずか らの権力維持 のために、下層民 に対 し厳 し

い差別 と抑圧 を行っていた。

しか し16世 紀後半か ら17世 紀 中半にわた り、四回に及ぶ外国か らの侵略を被 った朝鮮

王朝では、社 会的混乱が増大 し始める。 また同 じ時期、 中国においては明の滅亡 と清の

創建 に伴い、空理空論 に没頭する朱子学が排斥 され始め、現実 と事実に基づ く実証的学

問が提唱 されるようになる。朝鮮王朝で もこれを受け、各方面 において改革が行われ、

厳格 な身分制度 も徐 々に揺 らぎ始めることになる。

3.朝 鮮時代後期における封建社会の解体

3.1地 主制度の変化 と貨幣経済の成立

朝鮮時代後期に入る と、身分制度 を基盤 とす る封建的体制が揺 らぐことになるが、そ

の社会 ・経済的背景 を検討 してみることにする。

18世 紀以後朝鮮王朝では、移秩法(田 植 え)の 普及 などにより農業生産力が増大する

とともに地主 と小作の関係が普遍化 してい く。それに伴い国家 的封建制は事実上崩壊 し、

地主中心の農業生産様式 に変化 してい くことになる。 このような変化 は、農業における

生産様式の移行に とどまらず封建体制の崩壊 の契機 につながってい く。

では、農業の発達お よび地主制の変化、商品貨幣経済の成立、身分体制 の崩壊 を中心

に封建社会の解体過程を考察 してみることにす る。

高麗末期 の14世 紀 には、貴族の大土地支配が拡大す ることによって受田不能 となった

官僚層か らの不満が高 まっていた。1390年 、李成桂 を中心 とした新興官僚達は、この不

満 を背景 に、量田事業で全国の土地 を掌握 した上で、公私の田籍 を抹消す るとい う大々

6)屠 殺や肉類の販売などに携わる身分。
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的な土地改革 を行 った。 さらに翌年、首都圏の土地 は18等 級に分け られた文武官僚に再

配分 して収租権 を与 え、それ以外の地域の私 田はすべて国家の収租地すなわち公田 とす

る 「科 田法」 を実施 した。 この科 田法によって土地 を没収 された高麗の王族や貴族は一

夜 に して没落 し、朝鮮王朝の成立基盤が形成 されることになる。

この ように高麗時代末期 に新興官僚達によって実施 された科田法 は、朝鮮王朝の成立

以後 も国家の土地制度 として引 き継がれ、 国家 的封建制の基盤 となった。科 田法の実施

で、高麗末期以来混雑 を極めていた土地所有関係が整理 され、佃戸7)の 耕作権 が保証 さ

れるようになった。

しか し、当初の思惑 とは裏腹 に科 田も次第に世襲化 され、地主 と小作関係が固定化す

ると同時に、大土地支配が徐 々に拡大 していった。結局科 田法 は身分や階級 による土地

分給制 と世襲制のもとで、国家的封建制の確立 に繋が ったのであ る。

15世紀 中盤 に入 ると、増加する官僚群 に支給する科田が次第に不足 し始め、科 田法 は

ついに崩壊 に追い込 まれてい くこ とになる。1466年 、科 田法の矛盾 を打破す るために、

実職に付 いている官僚だけに受田を限定する 「職 田法」が施行 される。

職田法 の実施 によってかつての大土地支配や世襲が抑 えられ、結果的に小農民の 自立

化 が進むことになる。そ して、定額地代 を支払 う賭租法8)を 中心 とする新たな地主経営

段 階へ と移行 してい くのである。

朝鮮後期 における小農民の 自立化 とは、労働力地代 とい う経済外的要素に よる労働の

強制収奪か ら、契約 による生産物の分割 とい う、いわば生産物地代へ の発展 を意味 して

お り、 これに伴って農民 らに階級意識が芽生え始めることになる。

また16世 紀後半か ら17世 紀にわた り、壬辰 ・丁酉倭乱9)や 丙子胡乱10)な ど外国か らの

大規模 な侵略 を受けた朝鮮では、全国的に土地が荒廃 し、大量 の流民が発生 していた。

これを克服す るために、国家的な開拓事業が実施 され ると同時に、農民層は生産力 を増

大 させ るため従来の農業法の改良を試みた。こうした過程で、土地の私的所有が増える

とともに、移秩法(田 植 え)の 普及 により単位面積 当た りの労働力が大幅に軽減 される

ことで、農民の広作運動が広がることになる。

以上、朝鮮後期の農業 における変化 は、開拓 による農地の拡大、移秩法 など農業技術

の発達、土地の商品化、 自由農業経営 の拡大 などに集約す ることができる。

この ような農業生産力の発展 と広作運動のみな らず、当時の商品貨幣経済の成立 と発

7)地 主から土地を借用 し耕作を行った後、借用代金を支払う小作農。

8)予 め小作料を定め、収穫量に関わらず一定の小作料を支払 う方法。小作料が豊凶に左右されないの

が特徴。

9)1592-98年(文 禄1一 慶長3年)、 豊臣秀吉は2度 にわたって朝鮮王朝を侵攻する。日本では 「文

禄 ・慶長の役」 というが、韓国では当該の年の干支を取って 「壬辰倭乱」「丁酉倭乱」と呼ぶ。

10)1636年(仁 祖14年)に 起きた清による朝鮮侵略。
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展 に伴 う商業的農業の展開 もまた朝鮮後期の農業変化 を理解す る際の重要 な要素である。

商業的農業 とは、市場販売 を前提 に一般農作物だけでな く特用作物 を栽培する農業法で

ある。地主の農地 を借地 し大規模農業 を行 う経営型富農層の農業方式がこれに当たる。

また商業的農業の場合、必要な労働力 をほとんど賃金労働者によって充当 していた。こ

れによって農民層で は広範囲な両極分解が行われ、一部の農民層 は直接生産者か ら農業

商品生産 ・販売者へ と移行するようになったll)。

また貨幣経済の発展に伴い、地代 の支払方法にも変化が起 こ り、封建的な地代 の最終

形態である金納制が誕生す る。朝鮮時代にお ける地代 の形態 は、打租制(並 作半収)⇒

賭租制(定 額地代)⇒ 金納制(貨 幣地代)の ように変化 してい くのである。

この ような農業経営の変化に より、18世 紀以降は封建的地主制の弱体化 と農民層 の分

化が さらに拡大 してい く。特 に地主の土地兼併が増大す るにつれて農民層の分化は一層

加速化することになる。すなわち佃戸 的小農民が新た に庶民地主になった り、土地から

離脱 して賃金労働者になった りしたのである。

この時期の社会階級 を農業の基準でみると、地主、広農経営者(経 営型富農)、 小農

経営者(貧 農あるいは小作人)、 農業労働者 に分 けることがで きる。身分制度 に基づ き

強制力 に頼っていた階級関係が、経営型富農 と庶民地主の登場 に象徴 されるように、土

地所有を基準 に再編成 され ることになったのであ る。 このように地主制の変化は、従来

の身分的隷属性の弱化 をもた らし、新たな経済的隷属 関係の台頭 を意味するといえる。

以上のように朝鮮時代後期には、農法の改良 と土地の商品化、佃戸の身分的隷属性の

弱化 と庶民地主の登場、貨幣地代の発生 と経営型富農の成長 などの変化が行 われた。 こ

れによ り封建 的土地所有、すなわち地主 と佃戸間の身分的土地所有か ら次第に近代的土

地所有制度へ と移行 し、封建社会 は根本か ら揺 らいでい くことになる。

また朝鮮後期 において商品貨幣経済お よび商業資本の成立問題は、封建社 会の解体過

程 を考 える際に非常 に重要な論点である。

17世 紀以前 まで朝鮮の商業活動 は、支配階層 による牽制、商人に対する差別、交通施

設の不足な どで非常に萎縮 していた。 しか し1608年 に実施 された大 同法を契機 に経済体

制 に大 きな変化が起 き始める。大 同法は、農民 に課 されていた貢納 ・労役の義務 を土地

課税 に切 り替 えた画期的 な税制改革で、所有地の規模に応 じて米や布 を納めるように し

た制度である。大 同法 の実施 は、商品経済の発展 に追い打ちをかけることにな り、金属

貨幣の流通 と交換経済の発達 に繋が ってい く。 さらに社会全般 において生産力が向上 し、

相当の経済力 を持つ常民が多 く登場するようになる。

都市商業の場合、支配層か ら特権が与 えられていた御用商人、すなわち貢人や市塵商

11)イ ・ホチ ョル 「朝 鮮 時代 農 業 史」 『韓 国 の社 会 経 済 史 』(ソ ウ ル:ハ ンギ ル社 、1987)、p。87。
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人 らが市場 を独 占 していたが、次第 に乱塵 のような私商 も増 えてい く。それ以降約100

年 間にわたって市塵 と乱塵は激 しい勢力争いを繰 り広げるが、私商 らは さまざまな妨害

や圧力 を受けなが らもその勢力 を拡大 してい き、17世 紀末 には私商が商業活動 を主導す

るようになるまでに至 る。

ここで注 目すべ き点 は、私商はその性格上、特権 を享有 していた御用商人や、それを

育成 していた封建体制 に対 して反感 を持 っていた とい うことである。 したがって私商の

台頭 は必然的に支配秩序の混乱を招 き、支配層による統制力の弱化 に繋が っていったの

である。

3.2身 分制度の崩壊

朝鮮 時代 において身分制度は、封建制を維持す るため に最 も重要な役割 を果た してい

た。 したがって、身分制度の動揺 と変動、 またその崩壊 は封建制の解体過程 と深 く結び

付いている。

17世 紀頃か ら徐 々に揺 らぎは じめた身分制度 は、18世 紀 に入るとより広範囲にわたる

変動が起 こ り、19世 紀 末にはほとん ど解体 されることになる。 身分制度の変動の様相 は、

農業生産力 の向上や商品貨幣経済の活性化に伴 う常民 ・賎民階級の身分上昇 と支配層の

影響力低下 としてあ らわれる。

朝鮮王朝の支配層は科田法 などを用いて身分 と経済力 を一致 させ ることで、封建制 を

維持 して きた。 しか し朝鮮時代後期になると、政権か ら脱落 した残班(没 落両班)ら が

農業や商業 に参加することで経済力を付け、大地主である閥閲両班(支 配両班)と 対立

するようになる。 また奴卑層の急激な減少 と、庶民地主や新興商人 などの新 しい階層が

成長す ることによって、身分制度は社会的かつ経済的にその根幹が揺 らぎ始 めることに

なる。

朝鮮後期の戸籍 と土地台帳 を分析 したキム ・ヨンソブ、チ ョン ・ソクチ ョンの研究に

よると、17世 紀以降に急激 な身分間の変動が起 こっていることが分かる。これ らの研究

を総合的にみる と、17世 紀後半に両班:常 民:賎 民の比率が大体1:4:5で あったの

に対 し、18世 紀 には2:5:3に 、19世 紀 には7:2:1程 度にまで変化 してい く12)。

具体 的な例 として、慶 尚道 の蔚山地域 を中心 に18世 紀以降の身分別戸口 を調査 した

チ ョン ・ソクチ ョンの研究 をまとめてみる と、18世 紀 中盤にはすでに奴碑層 の身分上昇

が積極 的に行われていた ことが分かる。それ以 降も持続的に上昇傾向をみせ、19世 紀後

半に入 ると、実 に3戸 の うち2戸 までが両班 にな り、奴卑 は1%に も満たな くなる13)。

12)キ ム ・ヨ ン ソブ 『朝 鮮 後 期 農 業 史 研 究2』(ソ ウ ル:一 潮 閣 、1971)、 チ ョン ・ソ クチ ョン 「朝 鮮 後

期 社 会 身分 の崩 壊 」 『大 同 文化 研 究』 第9集(ソ ウ ル:成 均 館 大 学 、1972)参 照。

13)チ ョ ン ・ソ クチ ョ ン、 前 掲 書 、pp.267-357。
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す なわち、被支配階級の人口は急激 に減少 し、両班の人口が大 きく増加 していたので

ある。人口構成 をみる限 り、事実上の奴卑解放 に近い状況であったといえる。

朝鮮 時代において身分制度は生産階級 を体制の秩序 の中に束縛す る役割 を果た して き

た。 しか し17世紀以 降は生産 ・流通構造の変化 によって封建的な従属関係が弱化 し、支

配体制の基盤が揺 らぐことにな り、徐 々に身分制度そのものが崩壊 していったのである。

また身分制度の解体 には、 よ り直接的 な原因を挙げることもで きる。 とりわけ19世 紀

に入 り大小40回 以上 も勃発 した農民蜂起 は最 も重要 な役割 を果た した。朝鮮王朝におけ

る19世 紀 は一言で農民蜂起 の世紀 ともいえるほど、全国的な規模 において農民 による蜂

起 と民乱が断続的 に続いていた。

その中で も平安道農民戦争=洪 景来の反乱(1811)、 壬戌農民蜂起=晋 州民乱(1862)、

甲午農民戦争e東 学革命(1894)は 、その規模 と意義が特 に大 きいため19世 紀の三大民

乱 といわれる。これ らの農民蜂起 に共通 している特徴 は、民衆 儂 民)が 自分たちの権

益擁護のために自主的に立ち上がった こと、 また長年 にわた り従属関係にあった支配階

層(両 班)に 対 して真正面か ら挑戦 した とい うことである。

以上のように、朝鮮 時代後期 における被支配階級の抵抗お よび身分制度の変化 は、17

世紀以降、農業お よび商業 において広範囲に行 われて きたが、本質的な意味の身分解放

は19世 紀以降、全 国的に広がった農民の解放運動 によって成 し遂 げられた といえる。勿

論この ような成果は、長期 間にわた り民衆 の自立意識が成長 し蓄積 された結果である。

4.近 代 タル チ ュムの成立

前述の ように、17世 紀以後の朝鮮王朝 は、農業 の変化や貨幣経済の発達 に伴 って近代

的な初期資本主義社会へ と徐 々に移行 していった。 また学問的には、朱子学に代わ り実

利 と実証 を重視する新 たな学問、実学14)が 台頭する。同時に初歩的な市民社会が形成 さ

れ、民衆意識が芽生え始めたことで、民衆芸術 も全般的に発展 を遂げるようになる。そ

の過程で、長年にわた り農村 を舞台 に定着 していたタルチュム も、その時期か ら転機 を

迎えることになる。

タルチュムの変貌 を具体 的に考察する前 に、 タルチ ュムに関す る基礎 的事項 として、

韓国の伝統劇 における タルチュムの位相、 タルチュムの辞典的意味、 またその類型につ

いて踏 まえてお くことにする。

現在韓国において伝承 されている伝統劇は大 き く三種類 に分 けるこ とがで きる。それ

14)本 来儒教における実学とは、道徳的実践の学問のことである。ここでは、17世 紀以降、朱子学の虚

学化に対する批判として登場 した学問運動を指す。実証性 と合理性に裏付けられた現実有用の学問と

いう意味を持つ。

・:
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は、人形劇15)と パ ンソリ16)、そ して タルチ ュムであ る。20世 紀初頭 までは影絵劇17)も

存在 したが、1920年 代 にその伝承が途絶 え、現在 は記録のみが残っている状況である。

タルチュムの場合 は、その優 れた演劇的かつ文化的価値に もかかわらず、1960年 代 に

復興運動が始 まるまでは少数の人 々に より辛 う じて伝承 されていたのが実状である。韓

国の伝統劇の中で もタルチュムは演劇 としての必要条件が備 わってお り、最 も代表的 な

位置 を占めている。

タルチ ュム とは、仮面(mask)を 意味す る`タ ル'と 、舞(dance)を 意味す る

`チュム'に よる合成語であ り
、仮面舞 または仮面劇 と訳す ことがで きる。 しば しば学

術用語 として仮面劇 とい う名称 を用いる場合 もあるが、それは仮面が使われる演劇全般

を指す一般名称で もあるため、本稿 では固有の意味 を活か してタルチュムと呼ぶ ことに

する。

韓国では独立以来 タルチ ュムの発掘 と採録 に対する努力が絶 えず続いているにもかか

わ らず、現在 まで明確 な形 として伝承 されている ものは十数作 品にす ぎない。 タルチ ュ

ムには 日本の能楽にみ られる流派の ような ものはな く、地域 によって多少異 なる形態の

ものが分布 してお り、それぞれの地方の小演戯集団に よって伝承 されてきた。従 って、

タルチュムの類型は必然的 に地域性 と深 く結びついてい る。

タルチ ュムの類型化お よび分類法 については多 くの先行研究があるが、それらの間 に

それほ ど大 きな違い はみ られ ない。比 較的特徴 的な分類法 として は、伝統 人形劇 の

「コッ トゥガクシノルム」 をタルチ ュムの一種類 として位置付 けている徐淵昊や李杜鉱

の研究が挙げ られる。徐淵昊は、先人達は古代か ら仮面 と人形 を同様 のものとして認識

し記録 して きたと説 き18)、人形劇 を仮面劇 として分類すべ きだ と主張 している。 また李

杜鉱は、人形劇の内容にみ られる鋭 い風刺やパ ロデ ィが タルチュムのそれ と類似 してい

ることや、ク ッのような祭儀の面影が残 っていることなどを挙 げ、人形劇を タルチ ュム

と同一の系統 として分類 している19)。

タルチ ュムの類型 と分類 を定めることは、 タルチュムの起源 を明 らか にす ることと共

に、 タルチュム研究の基礎的作業 として非常に重要な取 り組みであるが、それにはこれ

か らも多 くの議論が必要であろう。

本稿 では、人形劇 をタルチュムの下位分類ではなく、 タルチュムと水平的な関係 を持

15)韓 国 の 人形 劇 は現 在 一 種 類 の みが 伝 承 され て い る。 宋 錫 夏 、 崔 南 善 、 李 杜 鉱 を は じめ とす るほ とん

どの古 典 劇 研 究 者 は、 人形 劇 の ル ー ツ を イ ン ドか 西 域 とみ な して い る。 また 中国 、 韓 国 、 日本 の 人 形

劇 を 同一 の系 統 とみ る主 張 が 一 般 的 で あ る。

16)パ ン ソ リのパ ン とは舞 台 ・場 とい う意 味 で、 ソ リは歌 ・声 の意 味 を持 つ 。 鼓 手 の 伴 奏 と共 に 、 唱 優

(歌い 手)に よ る語 り調 の歌 が 続 く。 呼 吸 の 合 っ た鼓 手 と唱 優 に よ る二 人 舞 台 が 基 本 で あ る。

17)か つ て影 絵 劇 は古 典 劇 の重 要 な ジ ャ ンル の一 つ であ り、 朝 鮮 時 代 に は寺 を 中心 に仏 教 劇 と して 広 く

演 じ られ て い た。

18)徐 淵 昊 『コ ッ トゥガ ク シ ノ リ』(ソ ウ ル:悦 話 堂、1990)、p.6。

19)李 杜 鉱 『韓 国演 劇 史 』(ソ ウ ル:バ ク ヨ ン社 、1987)、p.121。
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つ芸能 とみなす。つ まりタルチュムの一種類 としては認めていない。 またタルチュムの

分類 は、その類型的分類 にもつなが る次の発祥地域別分類法を用いることにす る20)。

〔ソーナ ンクッ系統〕

(1)分 布地域:慶 尚北道の北部、江原道の東海岸地域が中心

(2)種 類:「 河 回タルチュム」 「江陵官奴仮面劇」が代表的

〔山豪 ノリ系統〕

(1)分 布地域:中 部地方のソウル ・京畿道が中心

(2)種 類:「 松披山毫 ノリ」「楊州別 山毫 ノリ)」 が代表的

〔海西系統〕

(1)分 布地域:海 西地方(黄 海道)が 中心

(2)種 類:「 鳳 山タルチ ュム」「股栗 タルチ ュム」「康令 タルチ ュム」が代表的

〔五廣大(オ ーグァンデ)系 統〕

(1)分 布地域:慶 尚道の洛東江 を境 に西側、す なわち慶 尚左道の地域が中心

(2)種 類:「 固城五廣大」「統営五廣大」「駕山五廣大」が代表的

〔野遊(ヤ ユ)系 統〕

(1)分 布地域:慶 尚道の洛東江 を境 に東側、す なわち慶尚右道の地域が中心

(2)種 類:「 水営野遊」 「東莱野遊」が代表的

〔獅子舞系統〕

(1)分 布地域:威 鏡南道北青郡が中心

(2)種 類:「 北青獅子舞 ノルム」が代表的

以上、それぞれの系統 において代表的な作品例 として13種 類の タルチュムを挙 げてい

るが、その うち江陵官奴仮面劇を除 く12種類 は韓 国の重要無形文化財 として指定 されて

いる。

ではタルチュムが以上の ような類型 として定着す るまでの変遷課程を、農村 タルチュ

ムか ら都市 タルチュムへの移行 とい う観点か ら考察 してみ よう。

初期の タルチュムは、すべて農村 において農民の生活の中で演 じられていた。本来 タ

ルチュムは民衆にとって生活の一部であ り、あるいは生活の延長線上におかれていた こ

とを意味する。演戯21)の 時空問はまさに生活の時空間だったのである。演戯の場所 は実

20)拙 稿 「日 ・韓 の伝 統 喜 劇 狂 言 と タ ルチ ュ ム の比 較 対 照 研 究」(大 阪 大 学 修 士 論 文 、1996)、pp.4-5

参照 。

21)本 稿 で は演 技 とは 区 別 して用 い る。 演 者 の演 技 の み な らず 、 歌 、 舞 、 雑 技 な ど を含 ん だ 総 合 的 な 意

味 と して捉 え る。
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際の生活の場であ り、演戯 の時間はまさに生活の時間その ものであった。

各地方のタルチュムの演戯集団は、ほとんどの場合が村 の住民 であ る農民であった。

とりわけ農民層の中でも零細農民層に よって行われていたが、他 に廣大 と呼ばれる芸人

集団や奴碑 などが参加する場合 もあった。また官庁に隷属 しなが らも私奴碑 に比べ比較

的 自由な身分であった官奴、官属 と呼ばれる公奴碑 もタルチュムの演戯 に参加 していた。

長年にわた り、 このように農村 を舞台に定着 していたタルチ ュムは、朝鮮時代 の後期、

すなわち17世 紀後半か ら次第 に変化 してい くことになる。前述のように、17世 紀以後は

都市の発達に伴 って近代 的な初期資本主義社会へ と徐 々に移行 しなが ら、民衆芸術が全

般 的に発展 を遂げた時期 であ る。

農村型 タルチュムの変化 には、農村 において タルチュムの公演 に中心的役割 を果 たし

て きた共同労働組織 トゥレ22)の変化が深 く関連 している。 トゥレは朝鮮後期における社

会的な生産構造 の変化 に伴い、二つの方向性へ と変貌 してい くことになる。従来の共同

組織 を一層強化 しようとす る方向 と、異なる共 同体間において商品経済 を模索する方向

へ と二分化 していったのである。

それによってタルチュムの世界において も、従来の農村 中心 の閉鎖 的な集 団構造 を持

つ農村 タルチュムの他 に、地域や参加者の面で開放的な集団構造 を持つ都市型 タルチュ

ムが誕生することになる。

前者の農村 タルチ ュムは、 トゥレ組織 の特性か らもうかが えるように、農民の生活の

中で非専門的な集団である農民みずか らによって 「共 に遊 び、共 に楽 しむ」感覚で演 じ

られていた。 したが って公演場所が特定の地域 に限定 され、参加者 も限られているとい

う閉鎖的な側面 を持 ってお り、規模 において もある程度の限界があった。

他に も農村 タルチ ュムには制約条件が多かった。例 えば両班 に隷属 していた農民や廣

大 は、両班の許す範囲の中で しか表現の 自由が与え られなか った。村祭 り以外では演劇

を公演す ることがで きない場合が多 く、演劇 を発展 させるための経済力 も持 ち合 わせて

いなかった。このように農村 タルチュムは都市 タルチュムに比べ小規模で社会的かつ経

済的基盤 も弱か ったため、次第に衰退の道 をた どるこ とになったのである。

一方、比較 的規模の大 きい商業都市が形成 され、人口と資本が集 まることによって、

タルチュムの公演場所 も徐 々に都市部へ と移動 してい くようになる。主な観客層 は農民

か ら商人 に移 り変わ り、公演の主宰や演戯集団の後援 も商人が賄 うようになる。やがて

タルチュムは祭儀か ら民衆芸能へ と変貌 し、現代 に伝授 されているタルチュムとほぼ同

22)韓 国の農村で古来より伝わる共同労働のための組織。春の田植や秋の収穫期などに、農民同士が労

力を提供 し合って農作業に当る。単純な協業を目的 とした生産共同体であると同時に、祭祀共同体、

演戯共同体でもあった。現代の農村においても、 トゥレは農作業の助け合いという形態として残って
いる。 日本の 「ゆい」に似ている。
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一の形態 を持つ 「都市 タルチュム」が成立 したのである
。

5.都 市タルチュムと民衆意識の成長

それ以後 タルチュムは、特定の農村 を中心に閉鎖 的な集団構造 を持つ従来の農村 タル

チュム と、地域や参加者が広が り開放的な集団構造を持つ新型の都市 タルチュム とい う

二重構造が共存するようになる。 しか し社会経済構造が急速 に変 わるにつれて前者か ら

後者へ の移行が進み、その過程で変貌 を成 し遂 げなかった ものは次第に衰退 して消滅す

ることもあった。朝鮮時代後期 に入 ってからタルチュムが演 じられた場所 を調べ てみる

と、純粋 な意味での農村 は極端 に減少 し、 ほとんどが商業や交易 の中心、交通の要所、

または行政の中心地であったこ とがわかる。

従来の農村型 タルチュムに比べ、公演場所や参加者が拡大 した新型のタルチ ュムの発

生に伴 い、演戯集団にも新たな形態 の集団があ らわれる。 タルチュムの演戯 を専門的に、

また広範囲において行 う放浪芸人の集団 「男寺党」が登場す るのであ る。

男寺党 は、公演 の依頼があればどこへで も出かけてい き、 またそれ を求めて放浪の旅

を続ける。興行 を目的 とした演戯、官行事への参加な ど、いわば タルチュムの巡回公演

を始めたのである。 また農村地域か ら演技者 をスカウ トし、放浪芸人 として訓練 を行 う

な ど、農村 におけるタルチュムの都市志向を助長す ることに もつなが った。

また都市型 タルチュムにおいて演戯集団が開放的な形態 をとるようになってか ら、新た

な演戯同伴層 として商人や吏属23)、また没落両班層 な どが参加す るようになった。農村

タルチュムが都市 タルチュムへ と移行 を遂げなが ら、その主導層 も変化 していったので

ある。

例 えば松披山.P.ノリでは、主に商人層が演戯、主宰 を担 うようになるが、 この ような

商人主導型 タルチュムでは、商権の維持が 目的 となってお り、それぞれ主導者の利益 に

見合 った内容が強調 されることになる。 また両班 よ りは下層民であったが常民 に対 して

は強い権 限を発揮 していた中人の吏属が、 タルチュムに参加 し、主宰することになる。

その ような変化について、チ ョン ・キ ョンウクは、伝承者か らの採録 を中心 に次のよ

うに記述 している24)。

①鳳 山タルチュムは、19世 紀末か ら20世 紀 のは じめにか けて黄海道 にお けるタル

チ ュムの最高峰を形成す るに至 った。それに貢献 した人物 と して、 イ ・ソング、イ ・

チ ャンサ ン父子の名 を挙げることがで きる。イ ・ソングは鳳山官庁 において執事 とい

23)朝 鮮 時 代 の役 職 名 。 正 規 の官 僚 任 用 法 に よ らない 下 級 の 役 人 を指 す 。 身 分 的 に は両 班 と常 民 の 間の

中 人 に属 す る。 高 麗 時 代 に地 方 の 行 政 実 務 を担 当 した卿 吏 の 名 残 り と され る。

24)チ ョ ン ・キ ョン ウ ク 『韓 国 仮 面 劇 、 そ の 歴 史 と原 理 』(ソ ウ ル:悦 話 堂 、1998)、pp .162-163。
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う下級官属 についていた人物である。

②名演技者キム ・ジ ンオク(1894-1969)の 報告 によると、鳳 山では世襲 された地

方吏属(主 に執事や将校)ら が タルチュムに携わ り、常民が加わる場合 には参加料 を

払わな くてはな らなかった とされる。

③東莱野遊は、吏属 らの親睦団体である書英会の後援 を受けて維持 されていた。吏

属 らは財力があったため、 タルチュムに関連す る経費 を支援す ることがで きたのであ

る。

① と② は、鳳 山タルチュムに下級官属が演技者 として参加 したことをあ らわしてい る。

特 に地方の実力者である吏属の参加 によ り、 タルチ ュムの公演や演出が有利 な条件で進

め られ、それに伴い演戯の水準 向上に もつながったと考 えられ る。

吏属 とは、前述の ように地方行政の実務者である官吏 を指すが、一般 に、その地方の

有力者によ り世襲 されていた。また執事 は、軍校、軍官、将校 に分 けられ るが、軍営 と

地方官庁 に従事 した属役である。朝鮮時代後期には将校層が執事層か ら分離 したが、 こ

れは軍官の帰属性が弱化 し、常民や賎民 により充員 されたためである。つ ま り執事 は吏

属の中では身分 的に比較的低い立場であったが、常民 よりは遥かに強い権限 を持 ってい

た階層であった。

このようにタルチュムの主導層 または後援層 として商人や吏属 という新 たな階層が登

場することによ り、 タルチュムは新 しい段階に入ることになる。すなわち、 タルチュム

主導層の生活理念 を反映する内容や形式へ と変化 していったのである。

また都市 タルチュムが専門化 し、特 に商業性 を強 く帯びるようになってか らは、出演

者の構成 において も制限されるようになった。 したがって、演戯集団の開放性 という観

点でみる場合 は、それ以前の農村 タルチュムに比べ てむ しろ閉鎖的になった ともいえる。

例 えば鳳 山タルチュムの場合、「老長(高 僧)、 チーバ リなどの ような重要度の高い役は

吏属の中で有力 な者が演 じていた」。「地方吏属 どうしでタルチ ュムが代 々行われて きて

お り、常民が参加 しようとす る場合には金 を払 わねばな らなかった」25)な どの口碑資料

がそれ らを物語 っている。

またそれ らの階層が、利益 を追求する方法 としてタルチュムを利用することもあ らわ

れ、 タルチュムの表現理念か らかけ離れた要素 を持 ち合 わせる場合 もあった ことは否定

できない。 とはいえ、 タルチュムの巡回公演、商業行為 を目的 とした興行、官行事へ の

25)李 杜 鉱 『韓 国の仮 面 劇 』(ソ ウ ル:一 志 社 、1992)、p.183。
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参与 など、 さまざまな公演状況 によって タルチュムの理念が変化す るとい うことは、 自

然 なことであるともいえる。

また タルチュムの演戯集団 としては、前述 した ようにタルチュムを職業的に演 じる男

寺党のような組織が新 しく生まれる。それ によって公演の時期 も、従来の祝祭 日だけで

な く便利な時期が選ばれるようになった。

男寺党は演戯がで きる場所 を求めて放浪の旅 を重 ねたが、それ によってタルチ ュムの

演戯がまだ生成 されていない地域 ではその発生 を促 し、また閉鎖的な トゥレ演戯が続い

ている地域 では互いに影響や刺激 を受け合 うことになる。 タルチュムの演戯が、閉鎖的

な流通構造 よ り開放的な流通構造へ と移行 していったことを意味する。

このような新 しい芸術同伴層の台頭や参与 は、 タルチュムの内容を前近代 的なものか

らより近代的 なものへ と変革 させ ただけでな く、演戯方式や表現様式において もさまざ

まな変化 を もた らした。 タルチュムを普遍化 させ、芸術性 を高める上で重要な役割を果

た したのであ る。

表現様式 においては、舞が よ り精巧 にな り伴奏音楽 も専門性 を帯 びるようになるなど、

全体的に洗練 された技巧 が駆使 されるようになった。装飾に関 して も娯楽的な興行色が

強 まるにつれ、仮面や衣裳 などが よ り派手なものになっていった。

何 よ りも重要 な変化は、 タルチ ュムを取 り巻 く環境 のみな らず、 タルチュムの内容に

当代の民衆の要望が盛 り込 まれるようになったことである。現実的な生活感覚 を持 ち、

かつ政治的、社会的、経済的感覚 に敏感であった商人や吏属、没落両班層な どに よって、

成長 してい く民衆意識の様相が タルチ ュムの申に確実 に反映 されることになったのであ

る。

例 えば都市 タルチュムをみると、 マル トゥギ26)や チーバ リ27)な どの人物が登場 し、

劇の中心勢力 となって タルチュムの流れを主導す る。 これ らは商人や吏属 階級、あるい

は自意識 を持 ち始めた民衆 を典型化 させ た象徴的な人物像である。

農村共同体の タルチュムは両班の虚勢 を滑稽 に描 くことにとどまるが、都市 タルチュ

ムはマル トゥギを登場 させ民衆意識 を鼓舞す る。農村 タルチュムである河 回タルチュム

に出て くるチ ョレンイやイメ28)が 、鳳 山タルチ ュムや楊州別 山壼ノリにおいては民衆 を

代弁す るマル トゥギに取 って代 わる。農村共同体 のタルチュムか ら都市 タルチュムへの

変貌が、民衆意識の成長 という観点か らみれば非常 に重要な意義 を持っていることが分

26)喜 劇(commediadell'arte)に 登場するずる賢い召使いや、狂言の太郎冠者に相当する喜劇中の下

男像の典型である。支配層である両班の虚勢 と無知を暴露 しては場内の笑い者へと既める。この人物

像は、民衆の不満と欲求を代弁する分身といえる。

27)酒 好 きの破戒僧。高僧である老丈に遊女をお くり誘惑 し、その権威を失墜させる。マル トゥギとと

もに、民衆の精神を代弁する人物像である。

28)二 人とも両班の下男。特にイメは 「パボタル(ア ホ面)」 といわれる。
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かる29)。

このように両班 に対す る風刺が、マル トゥギとい う民衆的反抗の象徴 ともいえる人物

を通 じて行われるようになったことこそ、民衆意識が成長 してい く様子を如実 に反映 し

ている。民衆の活力 をマル トゥギ とい う躍動的な人物 に集約 させ、 自らを抑圧す る封建

的特権 に向けて風刺 と滑稽 に満ちた笑いを飛ばしたのである。それは、封建体制が これ

以上維持 されに くい状況 にあるということと、民衆の解放が間近に迫 っていることを間

接的に物語っているのであ る。

6.お わ りに

17世 紀以後、度重なる外国か らの侵略 を被 った朝鮮王朝は、社会 の基盤 を成 していた

身分制度や地主制度が揺 らぎ始め、次第に社会的混乱が増大 してい く。常民や賎民な ど

被支配階級 の身分上昇が起 こると同時に、商品貨幣経済の活性化に伴い財力 を持 った商

人が出現する。 また当時の身分体系の中で支配層の両班 と常民の問で存在感の希薄だっ

た吏属階級が頭角をあ らわ してい く。

財力 を持 った商人の出現 と吏属階級の台頭 は、 さらに身分制度の混乱 と支配層 による

統制力の弱化 を招 き、民衆の自意識、す なわち民衆意識の成長 をもたらす ことになる。

また、農村 を中心 に常民 に広 く親 しまれていたタルチュムに、吏属 階級 や影響力 を増 し

て きた商人が参与することにな り、農村共同体の タルチュムは次第に近代的な要素を帯

びるようになる。

彼 らが タルチュムを主宰 し、 また演ず る集団として台頭 したことで、 タルチュムの本

来の担い手は農民層か ら離れ、多様 な変貌 を遂げてい く。 タルチ ュムは農村か ら都市へ、

農民か ら商人や放浪芸人へ と伝承 され、また変遷 していったのである。

朝鮮時代後期の様々な社会変化 の中で、 タルチュムは農村共 同体 における純粋 な民俗

芸術の次元か ら都市型へ と移 り変わ り、またその表現理念 においては近代的現実主義 と

成長 してい く民衆意識が色濃 く反映されることになる。結果 として、都市 タルチュムの

成立 と普及 は、農村 におけるタルチュムを衰退 させ る役割 をも果た したが、当代の社会

変化 と民衆意識の成長に多大な影響 を及ぼ したのである。
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